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●紙の文化博物館
　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

●
セ
ン
タ
ー 和紙の里通り

大滝

●
パ
ピ
ル
ス
館

●
武
生
東
高
校

●
東
消
防
署

武生
Ｉ.Ｃ.

●今立警察署

●今立総合支所

Ｊ
Ｒ

武
生
駅

旧
国
道
８
号

北
陸
自
動
車
道

総
社

市役所
●

365

　「
越
前
市
」が
誕
生
し
て
か
ら
一
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
更
な
る

発
展
を
誓
い
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、「
越
前
市
民
憲
章
」「
市
の
花
」「
市
の
木
」

の
発
表
も
行
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
合
併
一
周
年
を
記
念
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
記
念
式
典
」

　﹇
午
後
１
時
〜
１
時
40
分
﹈

「
元
気
な
地
域
づ
く
り
道
場
」

　﹇
午
後
２
時
〜
４
時

 (

午
後
０
時
15
分
〜
映
画
上
映)

﹈

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ま
つ
り
」

　﹇
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
﹈

◆
同
時
開
催 

記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
越
前
市
民
ま
つ
り
、平
山
郁
夫
展

と
　
き
　

10
月
１
日
(日)
　

生涯学習センター
今立分館　

と
　
き
　
９
月
30
日

（土）
〜
10
月
29
日

（日）

と
こ
ろ
　
い
ま
だ
て
芸
術
館
（
粟
田
部
町
）

(

詳
細
は
、
18
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い)

　社会福祉
●センター

蔵の辻

問
合
先
　
行
政
管
理
課  

1(

２
２)

３
０
１
３

ま   

ち

　
広
報
８
月
号
で
、「
市
民

憲
章
」
の
制
定
、「
市
の
花
」
、

「
市
の
木
」
の
指
定
に
関
す

る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

ご
意
見
に
対
す
る
市
の
考

え
方
は
、
９
月
末
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
、
情
報
公

開
室(

本
庁
舎
１
階)

で
公
開

し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ご意見募集の結果について
(パブリック・コメント)

第
一
部

第
二
部

内
　
容

内
　
容

内
　
容

平
山
郁
夫
展

平
山
郁
夫
展

越
前
市
誕
生
一
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す

越
前
市
誕
生
一
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す

は
し
づ
め  

た
け
ひ
ろ

　
み
ん
な
の
協
力
で
地
域
が
ど
の
よ
う
に

良
く
な
っ
た
か
を
検
証
し
ま
す
。
ま
た
、

17
地
区
の
地
域
活
動
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展

示
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
卯
立
の
工
芸
館(
新
在
家
町)

と
き
・
内
容
　

▼
午
後
０
時
15
分
〜
１
時
半

　
映
画「
馬
借
越
え
」(

神
山
地
区
自
治
振
興

会
製
作)

　

▼
午
後
２
時
〜
２
時
半
　

　「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
ヒ
ン
ト
」

　
講
師
　
橋
詰 

武
宏
氏(

仁
愛
大
学
教
授)

▼
午
後
２
時
半
〜
４
時
　

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
テ
ー
マ
　
「
元
気
な
「
ま
ち
」
っ
て
ど
ん

　
な「
地
域
」？
」

　
参
加
者
　
地
区
自
治
振
興
会
の
活
動
家

　
　
　
　
　
４
人

「
元
気
な
地
域
づ
く
り
道
場
」

「
元
気
な
地
域
づ
く
り
道
場
」

ま
　
ち

「
記
念
式
典
」

「
記
念
式
典
」

と
　
き
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
越
前
和
紙
の
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場(

紙
の
文
化
博
物
館
前)

内
容
　
八
ッ
杉
権
現
太
鼓
・
権
兵
衛
太
鼓

の
競
演
ほ
か
、
会
場
に
は
、
越
前
和
紙

の
大
売
り
、
越
前
そ
ば
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
店
が
立
ち
な
ら
び
ま
す
。

ワ
ッ
シ
ョ
イ
ま
つ
り

ワ
ッ
シ
ョ
イ
ま
つ
り

越
前
市
民
ま
つ
り 

＝
共
生
の
ま
ち
誕
生
祭
＝

越
前
市
民
ま
つ
り 

＝
共
生
の
ま
ち
誕
生
祭
＝

　
市
民
有
志
の
企
画
に
よ
り
、
毎
年
１
０

０
０
人
規
模
で
に
ぎ
わ
う「
市
民
ま
つ
り
」

は
、
今
回
、「
共
生
と
市
民
協
働
の
地
域
づ

く
り
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
蔵
の
辻
周
辺
（
蓬
Ò
町
）

内
　
容
　
よ
さ
こ
い
、バ
ン
ド
演
奏
、バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
模
擬
店
ほ
か

問
合
先
　
越
前
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
1(

２
２)

６
４
１
１

と
　
き
　
午
後
１
時
〜
１
時
40
分
　

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
今
立
分
館

　(

定
友
町)

内
　
容
　
「
市
の
花
」
、「
市
の
木
」
、「
市
民

憲
章
」
披
露
、
そ
の
他(

獅
子
舞
、
子
ど

も
太
鼓
が
あ
り
ま
す)

ま
　
ち

卯立の工芸館

いまだて芸術館



７
月
豪
雨
の
検
証
会
議
を
開
催
！

７
月
豪
雨
の
検
証
会
議
を
開
催
！

７
月
豪
雨
の
検
証
会
議
を
開
催
！

今
回
の
教
訓
を
今
後
に
活
か
し
、

災
害
に
強
い
越
前
市
に
！

　
本
市
で
は
、
７
月
15
日
(土)
夜
半
か
ら
雨
が

断
続
的
に
降
り
は
じ
め
、
17
日
早
朝
か
ら
昼

に
か
け
て
、
さ
ら
に
翌
18
日
か
ら
19
日
に
も

一
段
と
激
し
さ
を
増
し
、
19
日
ま
で
の
総
雨

量
は
、
３
８
２
ミ
リ
に
達
す
る
と
い
う
大
雨

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
市
は
、
豪
雨
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
18
日
(火)
午

後
１
時
25
分
に「
災
害
対
策
本
部
」を
設
置
し
、

土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
避

難
勧
告
を
、
吉
野
瀬
川
流
域
で
浸
水
の
お
そ

れ
が
あ
る
町
内
に
は
、
状
況
に
応
じ
「
避
難

準
備
情
報
」「
避
難
勧
告
」
を
順
次
発
令
し
、

住
民
避
難
を
促
し
ま
し
た
。(

３
７
４
６
世
帯
、

１
万
１
０
５
０
人
に
避
難
勧
告
を
発
令)

　

・
町
内
連
絡
網
の
整
備

　
避
難
情
報
が
区
長
に
伝
え
ら
れ
た
際
に
、

情
報
が
町
内
住
民
に
早
く
伝
わ
る
よ
う
、

連
絡
網
を
整
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
自
主
防
災
組
織
の
整
備

　
災
害
発
生
時
に
自
主
的
に
活
動
す
る
防

災
組
織(

自
警
消
防
隊
な
ど)

を
整
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

・
要
援
護
者
支
援
体
制
づ
く
り

　
要
援
護
者
が
逃
げ
遅
れ
な
い
よ
う
要
援

護
者
の
把
握
と
避
難
を
支
援
で
き
る
体
制

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
安
全
な
避
難
所
の
確
認

　
町
内
ご
と
に
決
め
て
あ
る
避
難
所
が
、

災
害
種
別
に
応
じ
て
安
全
で
あ
る
か
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
訓
練
の
実
施

　
災
害
発
生
時
に
円
滑
な
避
難
が
で
き
る

よ
う
、
避
難
の
手
順
や
役
割
分
担
を
話
し

合
い
、
災
害
を
想
定
し
定
期
的
に
避
難
訓

練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
持
ち
出
し
用
品
の
チ
ェ
ッ
ク

　
日
ご
ろ
か
ら
非
常
持
ち
出
し
用
品(

懐

中
電
灯
、
非
常
食
な
ど)

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

３
日
間
程
度
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
は
、
こ
の
豪
雨
災
害
で
の
課
題
と
改
善

策
を
検
討
す
る
た
め
、
８
月
21
日
に
市
災
害

対
策
本
部
員
、
関
係
機
関
・
団
体
の
代
表
、
吉

野
瀬
川
流
域
地
区
区
長
会
長
と
の
合
同
検
証

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
事
項
は
、

市
防
災
計
画
や
防
災
体
制
の
見
直
し
、洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

▼
情
報
収
集
体
制
の
強
化

　
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
前
の
段
階
で

河
川
の
水
位
、
危
険
箇
所
の
状
況
把
握
な
ど

に
つ
い
て
関
係
部
署
間
の
連
携
を
強
化
す
る
。

▼
避
難
情
報
伝
達
の
改
善

　
避
難
準
備
情
報
や
避
難
勧
告
な
ど
の
避
難

情
報
を
、
じ
ん
速
、
確
実
に
住
民
に
伝
え
る
。

▼
情
報
の
共
有
に
よ
る
体
制
の
強
化

　
災
害
対
策
本
部
と
避
難
所
、
公
民
館
な
ど

の
施
設
間
、
関
係
機
関
・
団
体
、
防
災
活
動

従
事
職
員
間
、
住
民
と
の
情
報
の
共
有
を
促

進
し
、
防
災
・
減
災
体
制
を
強
化
す
る
。

▼
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
の
啓
発

　
要
援
護
者
（
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
）一
人
に
対
し
複
数
の
避
難
支
援
者

を
定
め
る
な
ど
、
具
体
的
な
支
援
計
画
を
、

市
と
区
長
や
自
警
消
防
隊
な
ど
の
自
主
防
災

組
織
、民
生
児
童
委
員
が
協
働
で
作
成
す
る
。

災
害
時
に
備
え
て

日
ご
ろ
か
ら
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
、

町
内
で
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う

■
お
も
な
検
証
課
題

問
合
先
　
防
災
安
全
課
　
1(

２
２)

３
０
８
１

避難情報を発令した区域

発  令避難情報 解  除区  域

避難勧告

避難準備
　情 報 

避難勧告

避難勧告

避難勧告

避難勧告

７月18日(火)
午後１時58分

７月19日(水)
午前９時40分

７月18日(火)
午後４時33分

避難勧告に
切り替え

７月19日(水)
午前１時

７月19日(水)
午前５時20分

７月19日(水)
午前１時10分

７月25日(火)
午前９時半

７月19日(水)
午前２時

７月19日(水)
午前５時20分

７月21日(金)
午前10時20分

７月22日(土)
午後２時15分

相木町
(土砂災害のおそれ)

吉野瀬川流域
(浸水のおそれ)

向が丘町
(土砂災害のおそれ)

池泉町
(ため池決壊のおそれ)

中津原町
(土砂災害のおそれ)

　
今
回
の
豪
雨
に
お
い
て
、
越
前
市
で
は
本

県
で
初
め
て「
避
難
準
備
情
報
」を
発
令
し
ま

し
た
。

避
難
準
備
情
報

　
事
態
の
推
移
に
よ
っ
て
は
、
避
難
勧
告
が

発
令
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
、

移
動
に
時
間
の
か
か
る
要
援
護
者
の
早
い
時

期
で
の
避
難
を
促
し
、
ま
た
一
般
の
人
に
は
、

避
難
の
準
備
を
求
め
る
も
の
で
す
。
要
援
護

者
、
避
難
支
援
者
は
避
難
行
動
を
開
始
し
て

く
だ
さ
い
。

避
難
勧
告

　
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に

発
令
す
る
も
の
で
、
通
常
に
避
難
行
動
で
き

る
人
は
、
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
指
示

　
被
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と
き
に
発
令

す
る
も
の
で
、「
避
難
勧
告
」
よ
り
緊
急
度
は

高
く
強
制
力
は
強
く
な
り
ま
す
。
避
難
し
て

い
な
い
対
象
住
民
は
、
た
だ
ち
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

　
各
発
令
の
内
容
を
把
握

し
て
、
災
害
時
の
早
い
対

応
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
に
発
令
す
る
用
語
の
解
説
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平成19年度重要要望書を県に提出しました

　
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
飛
躍
的
な
改
善
と
、

本
市
北
部
の
土
地
利
用
の
活
性
化
を
促
進
す

る
た
め
戸
谷
片
屋
線
の
早
期
完
成
と
、
当
該

路
線
と
関
連
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
（
寺
武
生

線
、北
府
2
号
線
・
河
濯
線
・
家
久
1
号
線
）の

一
体
的
な
整
備
促
進
の
要
望
で
す
。

問合先　政策推進課　1(２２)３０１６

　
平
成
17
年
度
に
国
庫
補
助
事
業
の
採
択
を

受
け
た
当
事
業
に
つ
い
て
、
愛
宕
山
周
辺
の

歴
史
・
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
環
境
・
地
形
を

最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
事
業

促
進
の
要
望
で
す
。

西川知事に重要要望書を提出する奈良市長

　市では、生活基盤の整備や市民生活の質的向上を図るため、県に要望

書を提出しています。要望書は、早期実現を目指す最重要課題の重点事

項をはじめ、計34項目からなる内容となっています。

　その内容について、紹介します。

将来を見据えた
まちづくりに向けて
将来を見据えた
まちづくりに向けて

　
産
業
・
文
化
・
観
光
の
発
展
な
ど
地
域
振
興

に
必
要
不
可
欠
な
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
・
南

越
間
、南
越
・
敦
賀
間
の
早
期
着
工
と
、「
南
越

駅
」（
仮
称
）
の
早
期
実
現
を
目
指
し
た
駅
部

調
査
推
進
の
要
望
で
す
。

　
日
常
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
吉
野
瀬
川
流

域
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
早
期
の

ダ
ム
建
設
の
事
業
促
進
と
ダ
ム
事
業
に
よ
り

付
け
替
え
と
な
る
武
生
米
ノ
線
の
早
期
完
成
、

あ
わ
せ
て
地
域
整
備
の
要
望
で
す
。

　
災
害
時
や
緊
急
時
に
情
報
の
受
発
信
が
で

き
な
い
市
内
の
不
感
地
域
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
基
地
局
の
新
設
に
対
す
る
財
政

支
援
の
要
望
で
す
。

　
平
成
16
年
秋
の
台
風
23
号
、
今
年
７
月
の

豪
雨
時
に
お
い
て
避
難
勧
告
を
発
令
し
た
こ

と
を
ふ
ま
え
、
吉
野
瀬
川
改
修
事
業
の
早
期

促
進
と
河
川
改
修

と
一
体
的
な
周
辺

整
備
の
要
望
で
す
。

吉野瀬川

　
平
成
16
年
度
か
ら
少
人
数
学
級
編
成
が
段

階
的
に
県
教
育
庁
の
も
と
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
な
る
成
果
を

あ
げ
る
た
め
、
小
学
５

年
生
、
中
学
校
全
学
年

に
お
け
る
少
人
数
学
級

編
成
の
要
望
で
す
。

　
地
域
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
や
防
災
・
防

犯
対
策
、
地
域
課
題
の
解

決
な
ど
、
自
立
的
で
自
主

的
な
取
り
組
み
を
行
う
地

域
自
治
振
興
に
対
す
る
助

成
制
度
創
設
の
要
望
で
す
。

　
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
、
対
象
を

第
３
子
以
降
に
限
定
し
て
い
る
少
子
化
対
策

を
す
べ
て
の
子
ど
も
に

拡
充
す
る
こ
と
や
、
保

育
料
の
負
担
軽
減
の
要

望
で
す
。

河川一斉清掃

整備済

鳥
羽
中
芦
山
線

北

日
野
川

家
久

浄
化
セ
ン
タ
ー

北
陸
本
線

JR福
井
鉄
道

吉
野
瀬
川

旧
国
道
８
号

家
久
北
府
線

南
越

清
掃
組
合

家
久
保
育
所

至
E
江

至
敦
賀

北府四丁目芝原一丁目

芝原二丁目 家久町

稲寄町

八
幡
二
丁
目

桜
橋

要望区間Ｌ=1，333ｍ

北
陸
新
幹
線
の
早
期
整
備

重
要
事
項
は
、次
の
27
項
目
で
す

1 重
点
事
項
は
、次
の
７
項
目
で
す

都
市
計
画
道
路
戸
谷
片
屋
線
の

事
業
促
進

吉
野
瀬
川
改
修
事
業
お
よ
び

周
辺
整
備
の
事
業
促
進

吉
野
瀬
川
ダ
ム
建
設
の
事
業
促
進

45

少
子
化
に
対
す
る
施
策
の
一
体
的
推
進

23

丹
南
地
域
総
合
公
園
の
事
業
促
進

少
人
数
学
級
の
導
入

携
帯
電
話
不
感
地
域
の
解
消

地
域
自
治
の
振
興
に
向
け
た
助
成

672 1

越前市広報９月15日号 4



　
災
害
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
所
開
設
に
向

け
て
、
市
と
県
有
施
設
の
連
絡
体
制
の
シ
ス

テ
ム
化
、
情
報
の
双
方
向
を
可
能
に
す
る
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
構
築
や
受
信
設
備
の
整
備

な
ど
の
要
望
で
す
。

　
住
民
福
祉
の
向
上
や
産
業
の
振
興
な
ど
均

衡
あ
る
社
会
基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め
、
電

源
三
法
交
付
金
の
対
象
地
域
を
市
内
全
域(

現

在
旧
武
生
市
域
の
み)

に
拡
大
す
る
要
望
で
す
。

　
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
設
備
な
ど
の

積
極
的
な
活
用
を
推
進
す
る
、
民
間
活
力
に

よ
る
施
設
の
立
地(

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
周
辺)

に
対
す
る
支
援
の
要
望
で
す
。

　
農
業
用
水
の
質
の
保
全
と
あ
わ
せ
て
、
農

村
の
生
活
環
境
の
改
善
、
活
力
あ
る
農
村
社

会
の
形
成
を
目
指
し
、
農
業
集
落
排
水
統
合

補
助
事
業(

大
塩
・
国
兼
地
区)

の
早
期
採
択
の

要
望
で
す
。

　
築
後
31
年
が
経
ち
、機
能
的
に
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
当
施
設
を
、障
害
者
自
立
支
援
法
の

施
行
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
体
系
に
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
早
期
の
改
築
要
望
で
す
。

　
農
業
生
産
を
担
う
経
営
体
の
生
産
基
盤
の

整
備
、
田
畑
輪
換
な
ど
を
通
じ
た
水
田
の
有

効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
経
営
体
育
成
基

盤
整
備
事
業(

松
ヶ
鼻
南
部
・
平
吹
地
区)

、
か

ん
が
い
排
水
事
業(

武
生
承
水
路
地
区)

の
早

期
採
択
の
要
望
で
す
。

　
福
井
鉄
道
福
武
線
や
路
線
バ
ス
の
経
営
、

設
備
投
資
、
ま
た
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
へ
の
助

成
拡
充
の
要
望
で
す
。

導入した低床車両

　
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
平
成
19
年
に
開

催
す
る
継
体
天
皇
の
即
位
１
５
０
０
年
記
念

事
業
へ
の
支
援
と
、
全

国
へ
向
け
て
の
「
ふ
く

い
ブ
ラ
ン
ド
」
の
情
報

発
信
、
全
県
下
の
気
運

醸
成
の
要
望
で
す
。

継体天皇像と照日の前像
(越前の里味真野苑)

　
希
少
野
生
生
物
が
多
く
生
息
す
る
国
内
有

数
の
里
地
里
山
で
あ
る
市
西
部
地
域
の
豊
か

な
自
然
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
地
域
再
生

計
画
の
事
業
を
推
進
す

る
新
た
な
支
援
の
要
望

で
す
。

　
供
用
開
始
し
た
桝
谷
ダ
ム
な
ど
の
管
理
施

設
の
円
滑
な
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
維
持

管
理
経
費
の
軽
減
、ま
た
、

工
業
用
水
利
用
型
の
企

業
誘
致
の
促
進
、
水
価

の
低
減
の
要
望
で
す
。

　
交
通
安
全
確
保
、渋
滞
緩
和
、地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
国
道
４
１
７
号(

南
坂
下
町

〜
八
石
町)

、帆
山
王
子
保
停
車
場
線(

向
新
保

町
〜
下
平
吹
町)

、中
小
屋
武
生
線(

下
平
吹
町

〜
中
平
吹
町)

の
未
改
良
部
分
の
整
備
、(

仮
称)

丹
南
地
域
総
合
公

園
線
の
整
備
の
事

業
促
進
の
要
望
で
す
。

　
冬
期
間
の
交
通
体
系
を
確
保
す
る
た
め
、

福
井
E
江
線（
家
久
町
〜
本
保
町
）の
消
雪
施

設
整
備
の
早
期
完
成
と
新
た
に
国
道
３
６
５

号(

新
町
〜
上
太
田
町)

、
武
生
米
ノ
線(

広
瀬

町
〜
千
福
町)

、寺
武
生
線(

村
国
二
丁
目
〜
八

幡
二
丁
目)

、国
道
４
１
７
号(

戸
谷
町
〜
粟
田

部
町)

の
整
備
着
手
、

お
よ
び
機
械
除
雪
時

の
除
雪
実
施
機
関
と

の
調
整
な
ど
各
機
関

と
の
連
携
強
化
の
要

望
で
す
。

　
市
内
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改
善
と
隣

接
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性
を
活
か
し
た
快

適
な
居
住
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

武
生
米
ノ
線(

国
道
８
号
〜
日
野
川
帆
山
橋)

、

湯
谷
王
子
保
停
車
場
線
バ
イ
パ
ス
化(

春
日

野
町
〜
中
津
原
町)

、
福
井
大
森
河
野
線
バ
イ

パ
ス
化(

小
杉
町
〜
牧
町)

、今
立
池
田
町
線(

市

野
々
町)

、
武
生
池
田

線(

中
居
町)

、
三
里
山

ト
ン
ネ
ル(

E
江
市
、

旧
武
生
市
〜
旧
今
立
町)

の
整
備
事
業
着
工
の

要
望
で
す
。

豊かな自然を未来に！

国道417号(南坂下町～八石町
未改良部分)

武生米ノ線
(国道８号～日野川帆山橋)福井E江線（家久町～本保町）

桝谷ダム

地
域
公
共
交
通
機
関
へ
の
支
援

3

里
地
里
山
再
生
の
推
進

7

県
営
土
地
改
良
事
業
の
早
期
採
択

11
農
業
集
落
排
水
事
業
の
早
期
採
択

12
国
道
、主
要
地
方
道
、一
般
県
道
の

事
業
の
促
進

13

主
要
地
方
道
、一
般
県
道
の

早
期
事
業
着
工

14
県
管
理
道
路
の
消
雪
施
設
の

整
備
促
進
と
機
械
除
雪
の
連
絡
強
化

15

災
害
時
に
備
え
た
避
難
所
へ
の

連
絡
体
制
の
シ
ス
テ
ム
化

8
日
野
川
流
域
水
資
源
総
合
開
発

事
業
の
円
滑
な
推
進

10
福
井
県
若
越
み
ど
り
の
村
の

早
期
改
築

9

環
境
技
術
Ｐ
Ｒ
館（
仮
称
）

設
置
へ
の
支
援

6
電
源
三
法
交
付
金
の

適
用
対
象
地
域
の
拡
大

4
継
体
天
皇
即
位
千
五
百
年
記
念
事
業

（
こ
し
の
都
千
五
百
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

へ
の
支
援

5
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市
長
か
ら
ひ
と
こ
と

　
福
井
豪
雨
な
ど
に
よ
り
本
市
域
内
の
県
管

理
河
川
内
に
は
土
砂
な
ど
が
堆
積
し
、
流
下

能
力
が
不
足
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
、

流
域
住
民
が
災
害
の
再
発
に
不
安
な
日
々
を

過
し
て
い
る
た
め
、
安
全
・
安
心
な
生
活
の

確
保
を
図
れ
る
よ
う
災
害
防
止
対
策
の
要
望

で
す
。

　
地
域
住
民
に
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
を
提
供
で

き
、
下
水
処
理
施
設
と
の
一
体
的
な
整
備
に

よ
り
環
境
教
育
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る

『
瓜
生 

水
と
緑
公
園
』整
備
事
業
促
進
の
要
望

で
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業(

東
部
処
理
区
・
家
久

処
理
区
・
今
立
処
理
区)

の
早
期
の
整
備
促

進
の
要
望
で
す
。

　
気
候
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
状
況
を
克
服
す
る
た
め
、
県
中

央
部
に
位
置
す
る
本
市
に
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
殿
堂
と
な
る
全
天
候
型
多

目
的
施
設
の
建
設
の
要
望
で
す
。

　
当
河
川
は
、
平
成
10
年
度
の
災
害
以
降
、

上
流
部
か
ら
順
次
砂
防
え
ん
堤
な
ど
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

福
井
豪
雨
に
よ
り
再
び

河
川
が
は
ん
濫
し
、
下

流
住
民
が
大
き
な
被
害

を
受
け
た
た
め
、
事
業

の
早
期
完
成
の
要
望
で

す
。

神宮川(大滝町)

　
福
井
豪
雨
に
よ
り
は
ん
濫
し
た
両
河
川
流

域
の
地
域
住
民
の
安
全
確
保
と
生
活
基
盤
安

定
の
た
め
、
現
在
整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
一
級
河
川
鞍
谷
川
の
早
期
完
成
と
、
着

工
の
見
通
し
が
決
定
し

て
い
な
い
朽
飯
町
地
係

ま
で
の
一
級
河
川
服
部

川
の
早
期
事
業
着
工
の

要
望
で
す
。

　
児
童
、生
徒
、教
員
な
ど
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
う
た
め
、
校
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
施
設
整
備
助

成
と
、
個
人
情
報
保
護
対
策

を
徹
底
す
る
た
め
、
教
職
員

の
情
報
環
境
の
整
備
に
対
す

る
要
望
で
す
。

　
国
指
定
重
要
文
化
財
　
旧
谷
口
家
住
宅
の

わ
ら
ぶ
き
屋
根
は
、
昭
和
63
年
の
全
面
ふ
き

替
え
か
ら
17
年
が
経
過
し
、
各
所
に
わ
た
り

破
損
が
著
し
く
、
雨
漏

り
も
確
認
さ
れ
て
い
る

た
め
、
全
面
ふ
き
替
え

の
国
庫
補
助
事
業
の
早

期
採
択
の
要
望
で
す
。

　
平
成
13
年
と
18
年
の
大
雪
時
に
、
通
行
車

両
な
ど
へ
の
情
報
提
供
の
対
応
に
支
障
を
き

た
し
た
た
め
、
塚
原
交

差
点
の
横
断
歩
道
橋
に

定
点
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
冬
季
の
道
路
状
況
な

ど
が
提
供
で
き
る
よ
う

整
備
す
る
た
め
の
要
望

で
す
。

　
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
行
う
地
区
公
民

館
の
耐
震
補
強
工
事
へ
の
国
・
県
か
ら
の
支

援
体
制
へ
の
要
望
で
す
。

　
平
成
18
年
度
で
完
了
す
る
小
・
中
学
校
施

設
の
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
、
計
画
的
に

耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
耐
震
補
強
工
事

へ
の
支
援
制
度
の
充
実
の
要
望
で
す
。

　
災
害
時
に
県
が
発
信
し
て
い
る
情
報
シ
ス

テ
ム
の
精
度
の
さ
ら
な
る
向
上
と
、
県
と
福

井
地
方
気
象
台
の
連
携
に
よ
る
洪
水
予
報
シ

ス
テ
ム
の
吉
野
瀬
川
な
ど
へ
の
早
期
導
入
の

要
望
で
す
。

はん濫した服部川(左)と鞍谷
川の合流地点(新堂町)

旧谷口家住宅

塚原横断歩道橋

　
本
年
度
は
、こ
れ
ま
で
継
続
的
に
要
望
し

て
き
た
ハ
ー
ド
事
業
に
加
え
、全
県
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
、
福
祉
、
教
育
な

ど
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
も
政
策
的
な
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、「
少
子
化
に
対
す
る
取
り
組
み
」「
少

人
数
学
級
の
導
入
」を
新
規
に
重
点
事
項
と

位
置
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
避
難
勧

告
を
発
令
し
た
こ
と
も
あ
り
、災
害
に
強
い

越
前
市
を
つ
く
る
た
め
の
事
業
も
要
望
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、国
も
地
方
も
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
に
あ
り
、
限
ら
れ
た
予
算
は
効
果
的
、
効

率
的
な
施
策
へ
の
「
集
中
と
選
択
」
の
配
分

と
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
や
ご
協
力
が
不
可
欠
で

す
。今
後
と
も
、ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

神
宮
川
砂
防
事
業
の
促
進

16

『
瓜
生 

水
と
緑
公
園
』の
事
業
促
進

19

塚
原
横
断
歩
道
橋
へ
の

定
点
カ
メ
ラ
設
置

23

公
民
館
補
強
工
事
の

国
・
県
支
援
制
度
の
新
設

26
災
害
予
測
情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実

27

小
・
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
整
備
助
成
と

個
人
情
報
保
護
対
策

24
小
中
学
校
耐
震
化
促
進
事
業
の

支
援
制
度
の
充
実

25

全
天
候
型
多
目
的
施
設
の
建
設

22
公
共
下
水
道
事
業
の
整
備
促
進

20
国
指
定
重
要
文
化
財

旧
谷
口
家
住
宅
保
存
修
理
事
業
の

国
庫
補
助
の
早
期
採
択

21

県
管
理
河
川
の
災
害
防
止
対
策

18
一
級
河
川
鞍
谷
川
・
服
部
川
の

河
川
改
修
事
業
の
促
進

17
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ガス製造所(家久町)

　
市
の
ガ
ス
事
業
は
、
昭
和
37
年
に
事
業
を

開
始
し
て
以
来
、
44
年
間
に
わ
た
り
市
民
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
お

け
る
自
由
化
の
進
展
な
ど
、
ガ
ス
事
業
を
と

り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
都

市
ガ
ス
事
業
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ガ
ス
供

給
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
事
業
展
開

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
今
後
は
民
間
の
経
営

能
力
に
よ
り
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
、

ひ
い
て
は
市
民
の
利
益
拡
大
に
つ
な
が
る
も

の
と
判
断
し
、
事
業
譲
渡
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
譲
渡
先
で
あ
る
越
前
エ
ネ
ラ
イ
ン
株
式
会

社
は
、
徹
底
し
た
保
安
体
制
の
も
と
、
民
間

事
業
者
と
し
て
の
柔
軟
性
と
独
自
性
が
発
揮

さ
れ
、
安
全
で
安
定
し
た
供
給
の
継
続
と
と

も
に
、
い
っ
そ
う
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
行
わ

れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
長
期
に
わ

た
り
市
営
ガ
ス
事
業
を
運
営
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先
　
ガ
ス
課 

　
1(

２
２)

７
９
１
７

　
市
の
豊
か
な
環
境
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
、
小
規
模
事
業
所
か
ら

中
小
企
業
ま
で
、
た
だ
ち
に
環
境

改
善
活
動
に
取
り
組
め
る
越
前
市

独
自
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
規
格
で
す
。

　
認
証
取
得
は
、「
環
境
配
慮
型
経

営
」
に
つ
い
て
の
第
三
者
認
証(

い

わ
ゆ
る｢

お
墨
付
き｣

)

を
得
る
こ

と
に
な
り
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
消
費
者

に
選
ば
れ
る
企
業
へ
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
改
善
活
動
を
続
け

る
こ
と
に
よ
り
経
費
の
無
駄
を
見

つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
、
コ
ス
ト

削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

「ESえちぜん」の認証取得を！

「
Ｅ
Ｓ
え
ち
ぜ
ん
」っ
て
な
に
？

　
Ｅ
Ｓ
え
ち
ぜ
ん
を
知
り
た
い

人
や
取
り
組
も
う
と
す
る
人
な

ど
を
対
象
に
、
シ
ス
テ
ム
構
築

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
10
月
20
日
(金)

　
午
後
１
時
半
〜
４
時
半

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

(

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
武
生
４
階) �

受
講
料  

１
人
５
０
０
０
円

申
込
締
切  

10
月
17
日

（火）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先
　
え
ち
ぜ
ん
環

境
認
証
機
構(
ア
ル
・
プ
ラ
ザ

武
生
４
階
　
環
境
政
策
課
内)

　
1(

２
２)

７
１
５
８

審査の様子(えちぜん環境認証機構)

火
災
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

火
災
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

問
合
先
　
南
越
消
防
組
合

　
1(

２
１)

０
１
１
９

　
南
越
消
防
組
合
管
内(

越
前
市
・
池
田

町
・
南
越
前
町)

で
は
、
９
月
１
日
現
在
、

29
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

昨
年
同
期
19
件)

　
ほ
と
ん
ど
の
火
災
は
、
不
注
意
や
不
始

末
で
発
生
し
て
お
り
、
日
ご
ろ
の
心
が
け

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
庭
や
職
場

か
ら
危
険
な
火
種
を
取
り
除
き
、

火
災
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

お
も
な
火
災
原
因

コ
ン
ロ(

て
ん
ぷ
ら
油
の
過
熱)

電
気
配
線
の
シ
ョ
ー
ト
な
ど

「ESえちぜん」認証取得までの流れ

構築講座を受講

取り組み開始

コンサルティング

構築・運用

受審申請

書類審査

審査

判定

認証・登録

３
〜
５
カ
月

１
〜
２
カ
月

お
お
よ
そ
６
カ
月

民営化へ

市
ガ
ス
事
業
は
、10
月
１
日
に

越
前
エ
ネ
ラ
イ
ン
(株)
へ
民
間
譲
渡
し
ま
す

市
ガ
ス
事
業
は
、10
月
１
日
に

越
前
エ
ネ
ラ
イ
ン
(株)
へ
民
間
譲
渡
し
ま
す

市
ガ
ス
事
業
は
、10
月
１
日
に

越
前
エ
ネ
ラ
イ
ン
(株)
へ
民
間
譲
渡
し
ま
す

経営者の皆さんへ

（環境マネジメントシステム規格）

「
Ｅ
Ｓ
え
ち
ぜ
ん
」

シ
ス
テ
ム
構
築
講
座
を

　
　
　
開
催
し
ま
す



◆菊花コンクール

　10月1日（日）～23日（月）　

　　・武生菊花コンクール（早咲）

　10月24日（火）～11月5日（日）

　　・北陸三県菊花コンクール

　　・武生菊花コンクール（晩咲）

　　・福井県小菊盆栽展

　10月27日（金）～11月5日（日）

　　・武生菊花切花コンクール

◆菊花栽培講習会� （日曜日に開催）

◆木曽馬ふれあいコーナー

　（日曜日・祝日に開催）

◆語り部と行くミニ市内観光バスツアー

　（日曜日・祝日に開催）

◆越前たくみ街道ミニツアー

　（10月中の日曜日・祝日）

◆足湯コーナー

◆そば打ち体験

◆組木の技体験コーナー

◆伝統工芸品体験コーナー

（越前打刃物・越前和紙・越前�

漆器蒔絵ほか）

◆写真コンテストモデル撮影会

　10月22日（日）

◆野点

（越前市たけふ茶道連盟、10月1日と

11月5日を除く日曜日・祝日に開催）

◆ 風の森 i n 菊人形

� （プライベートマイ号外新聞の発行

　 10月14、15日に開催）

北陸の秋の風物詩といえば、たけふ菊人形！

会期中15万人を超える来場者で賑わう一大イベントが今年も始まります。

おなじみのOSKレビューショーをはじめ、楽しいイベント満載で

みなさんのお越しをお待ちします。

菊人形
　それは、「愚直」という真心ひとつで戦国大名へと駆け抜け

た山内一豊と彼を支えた妻・千代の物語。二人の生涯を菊人

形で色鮮やかに再現します。

　それは、「愚直」という真心ひとつで戦国大名へと駆け抜け

た山内一豊と彼を支えた妻・千代の物語。二人の生涯を菊人

形で色鮮やかに再現します。

開場時間入場料金

前売券

当日券
午前9時～午後5時

（こども2人入場可）

おとな（高校生以上）

こども（小中学生）

就学前児童は無料

900円

1,000円

500円

問合先 2006 たけふ菊人形まつり

実行委員会　1（21）0175

千輪菊

菊花五重塔

野点

◎公演時間　1回約1時間

◎観劇料　600円

◎野外ステージ　ミニレビューショー

　約15分（土・日曜日・祝日 1回目と2回目の公演の間）

◎平日2回公演

　午前10時半／午後2時半

◎土・日曜日・祝日3回公演

　午前10時／午後1時半／午後3時半

野外ステージ

市民まつり館ほか

キャラクターショーや歌謡ショーなど
楽しいステージがいっぱい

秋のコンチェルト～協奏曲～

そば打ち体験

おみやげ横丁

ふたりはプリキュア
キャラクターショー

ケロロ軍曹
キャラクターショー

轟轟戦隊ボウケンジャー
キャラクターショー

10 1 11 5

※2006たけふ菊人形では、フリーマーケットの
　出店募集はありません。ご注意ください。

ABC・東映アニメーションC ABC・東映アニメーションC 2006 テレビ朝日・東映AG・東映C 2006 テレビ朝日・東映AG・東映C

10月１日（日）�武生曲太鼓保存協会演奏

10月８日（日）�ふたりはプリキュア
� キャラクターショー

10月９日（祝）�小林真弓 岡井環 歌謡物まねショー

10月15日（日）�YOSAKOIステージ

10月22日（日）�ケロロ軍曹キャラクターショー

10月29日（日）�マジック対決
� （サイキックＫ VS マジシャン清水）

11月３日（祝）�轟轟戦隊ボウケンジャー
� キャラクターショー

11月５日（日）�本宮れい子歌謡ショー

午前11時、午後2時半の2回、開催します。（1回約1時間）

伝統工芸品、特産品など
地元名産品をどうぞ。
伝統工芸品、特産品など
地元名産品をどうぞ。

10月8日（日） 10月22日（日） 11月3日（祝）
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●

社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る
本
人
基
本

情
報(

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所)

と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
情
報
が
異
な
っ
て
い
て
、
住
民
票
コ

ー
ド
を
確
認
で
き
な
い
人
。

●

外
国
籍(

外
国
人
登
録)

の
人
、
外
国
に
居

住
し
て
い
る
人
。

　
該
当
者
に
は
、
10
月
以
降
に
随
時
、
社
会

保
険
庁
か
ら
住
民
票
コ
ー
ド
を
確
認
で
き
な

い
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

12
月
か
ら
現
況
届
の
提
出
が

不
要
と
な
り
ま
す

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
受
給
者

の
現
況(

生
存)

確
認
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、『
年
金
受
給
権
者
現
況

届
』
の
提
出
は
、
12
月
生
ま
れ
の
人
か
ら
順

次
不
要
と
な
り
ま
す
。

※『
加
給
年
金
対
象
者
の
生
計
維
持
確
認
』や

『
障
害
年
金
の
診
断
書
』の
提
出
は
、
引
き

続
き
必
要
で
す
。

※
例
外
と
し
て
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
現

況
確
認
が
で
き
な
い
人
は
、
今
後
も

現
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

現
況
確
認
が
で
き
な
い
場
合

現
況
確
認
が
で
き
な
い
場
合

問
合
先 

武
生
社
会
保
険
事
務
所(

新
町
）

　
1(

２
３)

１
１
２
１

問
合
先
　
保
険
年
金
課  

1(

２
２)

３
０
０
２

10
月
か
ら
医
療
制
度
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す�

　
保
険
給
付
の
内
容
お
よ
び
範
囲
の
見
直
し
な
ど
に
関
す
る
法
案
が
国
会
で

決
議
、施
行
さ
れ
ま
し
た
。お
も
な
変
更
に
つ
い
て
抜
粋
で
説
明
し
ま
す
。

変
　
　
更
　
　
点

●
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
金
額
が
、
10
月

出
産
分
か
ら
35
万
円
に
な
り
ま
す
。(

市
議

会
で
条
例
の
改
正
が
可
決
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す)

●
こ
れ
ま
で
70
歳
以
上
の
人
が
療
養
病
床
に

入
院
す
る
と
き
は
、
食
材
料
費
の
み
の
負

担
で
し
た
が
、
改
正
に
よ
り
調
理
費
と
居

住
費
も
原
則
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

70歳以上の人が療養病床に入院するときの
１カ月の自己負担の目安

※入院医療の必要性が高い状態が継続する患者(人工呼吸器、中心静
脈栄養などを要する者や脊髄損傷、難病など)は、現行の食材料費の
みの負担となります。

※住民税非課税世帯の人の自己負担額は変更ありません。

●
老
人
医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
、

ま
た
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人(

老
人
保
健
該
当
者
は
除
く)

で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
保
険
ご
と
に
支
払
っ
た
一
世
帯
で

の
同
一
月
内
の
医
療
費
の
金
額
が
、「
自
己

負
担
額
」
を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。(

異

な
る
保
険
の
合
算
は
で
き
ま
せ
ん
。
ベ
ッ

ド
代
や
食
費
な
ど
は
、
医
療
費
か
ら
除
か

れ
ま
す
）

・
支
給
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
診
療
を
受

け
た
月
の
２
〜
３
カ
月
後
の
月
末
に
自
動

的
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。(

老
人
保
健

に
加
入
し
て
い
る
人
で
「
支
給
に
関
す
る

同
意
書
」を
提
出
し
て
い
る
人
を
除
く)

　
　
ま
た
、
老
人
医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て

い
な
い
人
は
、
申
請
時
に
領
収
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

受給者証の
負担割合

通院のみ 通院＋入院通院＋入院

３割
(現役並み

所得者)

１割
(一　般)

80,100円 (72,300円)

44,400円

(40,200円)

12,000円

(12,000円)
44,400円 (40,200円)

過去１年間に高額医療費の支給が４回以上ある時の４回目
からの通院＋入院の自己負担限度額は、44,400円(40,200円)
になります。

過去１年間に高額医療費の支給が４回以上ある
時の４回目からの通院＋入院の自己負担限度額
は、一般世帯44,400円(40,200円)、上位所得者
83,400円(77,700円)になります。

世帯の
所得区分

80,100円 (72,300円)

一般世帯

上位所得世帯

医療費が267,000円
(241,000円)を超えた場合は、
その超えた分の１％を加算

医療費が267,000円
(361,500円)を超えた
場合は、その超えた分の
１％を加算150,000円 (139,800円)

医療費が500,000円
(466,000円)を超えた場合は、
その超えた分の１％を加算

　
現
在
の
国
民
健
康
保
険
保
険
証
の
有
効
期

限
は
９
月
末
で
す
。
新
し
い
保
険
証
を
９
月

の
中
旬
以
降
に
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
古
い

保
険
証
は
10
月
に
入
っ
て
か
ら
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
改
正
さ
れ
た
高
額
医

療
費
や
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
お
知
ら
せ

に
つ
い
て
は
、
新
し
い
保
険
証
の
郵
送
時
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の

み
な
さ
ん
へ

高額療養費の自己負担額［(　)は９月までの額］

■69歳までの国民健康保険加入者
■国民健康保険高齢受給者証、
　または老人医療受給者証を持っている人

世帯の種類�

住民税課税世帯

住民税非課税世帯

住民税非課税世帯で、
年金受給額等80万円
以下など

住民税非課税世帯の
老齢福祉年金受給者

居住費
食  費

(食材料費＋調理費) 合  計

42,000円

20,000円

12,000円

10,000円

10,000円

10,000円

10,000円

0円

52,000円

30,000円

22,000円

10,000円
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源
氏
物
語
ア
カ
デ
ミ
ー
を

越
前
和
紙
の
里
で
開
催

源
氏
物
語
ア
カ
デ
ミ
ー
を

越
前
和
紙
の
里
で
開
催

▲出発式のようす

　
は
る
か
千
年
の
時
を
超
え
、
今
も

人
々
を
魅
了
し
つ
づ
け
る
『
源
氏
物

語
』
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
探

究
す
る「
源
氏
物
語
ア
カ
デ
ミ
ー
」。

　
第
19
回
を
迎
え
る
今
年
は
、
越
前

和
紙
の
里
を
主
会
場
に
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
「
源
氏
物
語
と
紙
」

日
程
　
▼
10
月
27
日
(金)

・
朧
谷
寿
氏(

同
志
社
女
子
大
学
教
授)

の
講
議

▼
10
月
28
日
(土)

・
吉
岡
幸
雄
氏(
染
色
家)

、
近
藤
富

枝
氏(

作
家)

に
よ
る
講
義

・「
源
氏
物
語
と
紙
展
」「
平
安
の
雅
を

伝
え
る
王
朝
継
ぎ
紙
展
」「
平
山
郁

夫
展
」「
越
前
和
紙
展
」の
鑑
賞

・
重
要
文
化
財「
紙
祖
神 

岡
太
神
社
・

大
瀧
神
社
」の
探
訪

・
宴
席「
越
前
御
膳
」

▼
10
月
29
日
(日)
　

・
福
嶋
昭
治
氏(

園
田
学
園
女
子
大

学
教
授)

に
よ
る
原
文
講
読

・
お
別
れ
交
流
会

申
込
締
切
　
10
月
５
日
(木)

※
募
集
要
項
を
送
り
ま
す
。

受
講
料
　
３
０
０
０
円(

入
館
料
含
む)

※
テ
キ
ス
ト
代
、
宴
席
・
お
別
れ
交

流
会
は
、
別
途
費
用
が
必
要
で
す
。

問
合
先
　
源
氏
物
語
ア
カ
デ
ミ
ー
委

員
会
　
1(

２
３)

３
３
７
４

問
合
先
　
学
校
教
育
課

　
1(

２
２)

７
４
５
２

　
白
山
地
区
に
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊(

眼
関
清
徳
隊
長)

が
結
成
さ
れ
、

そ
の
出
発
式
が
８
月
５
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
市
内
で
も
不
審
者
情
報
が
相
次
ぎ
、

ま
た
全
国
各
地
で
農
産
品
の
盗
難
が

相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の

安
全
は
も
ち
ろ
ん
、
特
産
「
白
山
ス

イ
カ
」
の
盗
難
防
止
に
も
一
役
買
お

う
と
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
同
地
区
野
菜
出
荷
組
合

(

恒
本
明
勇
組
合
長)
、
越
前
警
察
署

員
な
ど
15
人
が
出
席
。
代
表
し
て
上

野
博
同
地
区
区
長
会
長
が
、
「
住
民

の
一
人
と
し
て
心
強
い
。
頑
張
っ
て
」

と
隊
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
青
色
回
転
灯
を
装
着
し

た
車
３
台
が
、
市
内
を
巡
回
し
、
住

民
に
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

みんなの情報板みんなの情報板みんなの情報板
　
市
で
は
、
小
学
校
の
授
業「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」を
利
用
し
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
英
語
に
触

れ
た
り
、
外
国
の
生
活
や
文
化

な
ど
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
小
学
校
専
属
Ａ
Ｌ
Ｔ(

語

学
指
導
助
手)

を
１
人
採
用
し

ま
し
た
。

　
今
後
は
各
小
学
校
を
巡
回
し

て
、
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対

象
に
、
１
学
級
に
つ
き
年
間
５

〜
６
時
間
程
度
の
英
語
活
動
や

国
際
理
解
教
育
を
行
い
ま
す
。

小
学
校
の
英
語
活
動
の

充
実
に
向
け

専
属
Ａ
Ｌ
Ｔ(

語
学
指

導
助
手)

を
採
用
！

小
学
校
の
英
語
活
動
の

充
実
に
向
け

専
属
Ａ
Ｌ
Ｔ(

語
学
指

導
助
手)

を
採
用
！

【小学校専属ＡＬＴのプロフィール】

氏　名　

　マーシャル・クラッスン

年　齢　25歳 

出身地　アメリカ合衆国

　　　　ニューヨーク州

趣　味　空手、居合道など

　市では、市民活動を推進するため、団体が行う社会貢献活動に助成しています。７月２日に公開審査会など
を開催し、補助対象６事業が決定しました。

※ＬＯＨＡＳ(ロハス)　…　

▼Ｉ―ＭＡＭＡネット「ちょっと※ＬＯＨＡＳ(ロハス)な親子講座事業」　16万円
親子で参加する音楽会や講演会をきっかけに、人と地球に優しい暮らし方をＬＯＨＡＳ(ロハス)の視点で感じてもらい、

いつもの生活のなかで、だれもができる取り組みを提案していきます。��������������������������

▼越前禁煙友愛会「『受動喫煙の害』啓発事業」　27万円
タバコの害を積極的に啓発し、禁煙を促し支援するための事業を実施します。(禁煙を呼びかけるキャンペーン、喫煙

の害を啓発する大型パネルの製作・展示、公民館での禁煙関連作品の展示、禁煙講演会など）����������������������

▼特定非営利活動法人ぴーぷるファン「在宅障害者引きこもり防止及び自立促進事業」23万２千円
引きこもりがちな在宅障害者に、買い物訓練や調理実習を行うことで、障害者が地域の中で多くの人に支えられなが

ら、自立した生活を送ることに意欲と希望を持てるようにします。��������������������

▼特定非営利活動法人森のエネルギーフォーラム「越前市の産物産消交流研究会事業」21万６千円
農業の安全で持続的な発展を可能にする人・モノの交流の新しい形を参加型ワークショップ形式で考察します。産物

産消ネットの組織化と、それを基盤にする地域おこしの可能性を研究します。�����������������

▼今立古民家・匠・ロングステイプロジェクト実行委員会「古民家再生ワークショップ事業」28万円
古民家の持つ歴史や伝統工芸を学びながら、古民家の保存や家庭でできるリフォームなど、古き良きものの見直しを

提案します。(古民家巡回バスツアーと古民家カフェ、古民家生活講座など）�������������������������

▼市民同士わかりあおうさ「障害者体験交流自立啓発事業」24万円
障害者に対する理解を深め、偏見をなくすために市民と障害者が交流する場を設けます。また介護ボランティアで用

いる援助技法を紹介する講座や、障害者がさまざまなことに挑戦できる場を設けます。��������������������

平成18年度市民活動協働促進事業補助金が決定��������������平成18年度市民活動協働促進事業補助金が決定��������������

『自主防犯パトロール隊結成！
区民もスイカも一安心』

問合先　市民活動推進課　1(２２)３２９３

し
　
そ 

じ
ん

お
ぼ
ろ
や 

ひ
さ
し

よ
し
お
か 

さ
ち
お

が
ん
ぜ
き
き
よ
の
り

つ
ね
も
と 

あ
き 

お

の 

ひ
ろ
し

う
え

ふ
く
し
ま 

し
ょ
う
じ

こ
ん
ど
う 

と
み

え

が
み

お

ひ
ら
や
ま 

い
く

お
う
ち
ょ
う
つ

お
か
も
と

お
お
た
き

え
ち
ぜ
ん
お
も
の

Lifestyles of Health and Sustainability の頭文字をとった略語で、健康と
環境、持続可能な社会生活を心がける生活スタイルのことです。越前市広報９月15日号11



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
を

10
月
１
日
に
実
施
し
ま
す

　
　
情
報
統
計
課 

1(

２
１)

５
０
７
８

保
育
園
に

遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

児
童
福
祉
課 

1(

２
２)

３
０
０
６

下
水
汚
泥
で
作
っ
た
肥
料
を

利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
家
久
浄
化
セ
ン
タ
ー
　

 

1(

２
４)

２
９
１
０

　
市
内
24
カ
所
の
保
育
園
を
開
放
し

ま
す
。
各
園
の
保
育
方
針
や
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、子
育

て
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

と
き
　
10
月
13
日
(金)
　
午
前
９
時
〜

正
午

　
こ
の
調
査
は
、
事
業
所
お
よ
び
企

業
の
産
業
や
従
業
者
規
模
な
ど
の
基

本
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

　
調
査
員
証
を
携
行
し
て
い
る
調
査

員
が
、
９
月
下
旬
か
ら
各
事
業
所
に

伺
い
ま
す
。

　
な
お
調
査
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
、
ま
た
調
査
票
は
統
計
を
作
る
目

的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
　
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ

び
企
業

基
準
日
　
10
月
１
日
(日)

10
月
16
日
(月)
〜
22
日
(日)
は

「
行
政
相
談
週
間
」で
す

　
　
広
報
広
聴
室 

1(

２
２)

３
４
２
８

再
生
品
を
提
供
し
ま
す

　
　
利
再
来
館
　
1(

２
８)

１
３
９
０

　
　
　
勾
当
原
町
86
―
28

　
　(

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日)

対
象
　
５
人
以
上
で
構
成
す
る
グ
ル

ー
プ
や
、
企
業
な
ど

事
業
内
容
　
県
産
材
を
使
用
し
た
プ

ラ
ン
タ
ー
や
木
製
ベ
ン
チ
な
ど
木

製
品
購
入
に
対
し
、
経
費
の
２
分

の
１
を
助
成

申
込
方
法
　
事
業
計
画
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

※
申
請
様
式
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

://in
fo

.p
re

f.fu
k
u
i.jp

/k
e

n
sa

n
za

i/) 

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
込
先
　
南
越
農
林
総
合
事
務
所

　
林
業
・
木
材
活
用
課 (

上
太
田
町)

　交通安全講習会と併せて、優良運転
者の表彰伝達を各地域ごとに行います。
　最寄りの会場で受講してください。

※時間は午後７時半～９時の予定

問合先　今立交通安全協会　1(４３)０５８３

※時間は午後７時～８時半の予定

問合先　越前交通安全協会　1(２４)０５９３

自動車運転者の交通安全講習会

《武生地区会場》

《今立地区会場》
県
産
材
を
使
っ
た
木
製
品
の

購
入
費
を
助
成
し
ま
す

南
越
農
林
総
合
事
務
所
林
業
・
木
材
活
用
課 

1(

２
３)

４
５
３
３

農
林
整
備
課 

1(

２
２)

３
０
０
８

とき

9月19日c

21日e

22日f

25日b

　　26日c

　28日e

29日f

10月10日c

12日e

13日f

16日b

17日c

20日f

ところ

東公民館

北日野公民館

味真野小学校

西児童センター

北新庄公民館

大虫公民館

国高公民館スポーツルーム

白山公民館

ワークステップ広瀬

エコビレッジ交流センター

南児童センター

王子保公民館

吉野公民館

とき

9月21日e

　　26日c

　　27日d

28日e

10月３日c

ところ

生涯学習センター今立分館

花筐小学校

南中山小学校

服間改善センター

もくせい会館

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ

申
込
期
間
　
10
月
１
日
(日)
〜
31
日
(火)

※
希
望
価
格
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
発
表
　
11
月
９
日
(木)

※
当
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

引
取
日
　
11
月
12
日
(日)

●
自
転
車
修
理
教
室

と
き
　
10
月
15
日
(日)

　
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

※
昼
食
は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
　
５
人

肥料「土のダイヤ」

10
月
の
第
３
日
曜
日
は

住
ま
い
の
点
検
の
日
で
す

　
　
福
井
県
建
築
住
宅
課

1
０
７
７
６(

２
０)

０
５
０
６

 

県
は
10
月
の
第
３
日
曜
日
を「
住
ま

い
の
点
検
の
日
」
と
定
め
、
住
ま
い

の
維
持
管
理
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
自
宅
の
点
検
を
行
い
、

住
宅
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
一
日
合
同
行
政
相
談
所

と
き
　
10
月
20
日
(金)
　
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ
　
シ
ピ
ィ(

新
町)

●
定
例
行
政
相
談

▼
武
生
地
区
会
場

と
き
　
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

府

中
一
丁
目)

▼
今
立
地
区
会
場

と
き
　
毎
月
第
２
水
曜
日

と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー(

杉
尾
町)

※
時
間
は
共
に
午
後
１
時
半
〜
４
時
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下
水
汚
泥
を
原
料

と
し
た
肥
料「
土
の
ダ

イ
ヤ
」を
無
料
で
配
付

し
ま
す
。

　
家
庭
菜
園
の
農
作

物
や
、
花
の
肥
料
に
最
適
で
す
。

容
量
　
一
袋
15
キ
ロ
グ
ラ
ム

※
１
人
あ
た
り
上
限
50
袋
ま
で

　



募

集

募

集

係

「命のぬくもり

赤ちゃんだっこ体験学習」

に協力してください

「命のぬくもり

赤ちゃんだっこ体験学習」

に協力してください

赤ちゃん募集赤ちゃん募集赤ちゃん募集

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

介
護
予
防
水
中
運
動
教
室

を
開
催
し
ま
す

　
　
長
寿
福
祉
課 

1(

２
２)

３
７
８
４

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

観
光
振
興
課 

1(

２
２)
３
０
０
７

桝
谷
ダ
ム
見
学
会
・
植
樹
会

を
開
催
し
ま
す

政
策
推
進
課 

1(

２
２)

３
０
１
６

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
９
月
29
日
(金)

申
込
先
　
政
策
推
進
課
ダ
ム
見
学
係

〒
915
│

８
５
３
０(

住
所
不
要)

　
Ｆ
Ａ
Ｘ(

２
２)

９
１
０
６

　中学生が赤ちゃんと触れあったり、家

族からの子育て話を聞くことで、命や家

族の大切さについて学びます。

対象　一歳未満の赤ちゃんと、その家族

※一日だけの参加も構いません。

実施日・学校　

○９月28日(木)、29日(金)

　万葉中学校　1(２７)１２５８

○10月18日(水)、19日(木)

　武生第二中学校　1(２３)１４２２

○10月26日(木)

　武生第五中学校　1(２８)１００４

※それぞれの中学校に問い合わせ・申し

込みください。

対
象
　
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
〜
64

歳
ま
で
の
人

と
き
　
10
月
４
日
(水)
〜
13
日
(金)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
７
日
間

と
こ
ろ
　
武
生
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー(

高
瀬
一
丁
目)

内
容
　
警
備
員
と
し
て
必
要
な
関
係

法
令
の
説
明
や
、
各
種
警
備
、
管

理
の
手
法
、
実
技
な
ど
　

定
員
　
20
人(

先
着
順)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
武
生(

中

央
二
丁
目)

で
、
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

警
備
講
習(

施
設
・
交
通
誘
導)

を
開
催
し
ま
す

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

1(

２
４)

５
５
３
０

募
集
種
目
　

▼
防
衛
大
学
校
学
生

　(

高
校
卒
業
者(

見
込
含)

〜
21
歳
未
満)

▼
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　(

高
校
卒
業
者(

見
込
含)

〜
21
歳
未
満)

▼
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生

　(

高
校
卒
業
者(

見
込
含)

〜
24
歳
未
満)

※
い
ず
れ
も
男
女
は
問
わ
な
い
。

受
付
期
間
　
９
月
29
日
(金)
ま
で

そ
の
他
　
10
月
入
隊
予
定
の
「
２
等

海
・
空
士
」も
募
集
中
で
す

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部

越
前
地
域
事
務
所 

1(

２
２)

６
１
３
９

　
花
を
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と

位
置
づ
け
た
全
国
11
市
町
村
が
集
い
、

花
を
テ
ー
マ
に
し
た
交
流
会(

総
会)

を
行
い
ま
す
。

　
花
に
関
心
の
あ
る

人
な
ら
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き  

10
月
15
日
(日)
・
16
日
(月)

と
こ
ろ  

文
化
セ
ン
タ
ー(

高
瀬
一
丁

目)

、
武
生
パ
レ
ス
ホ
テ
ル(

府
中

一
丁
目)

ほ
か

内
容 

 

花
の
ま
ち
づ
く
り
の
紹
介
や

交
流
会

定
員
　
30
人 (

先
着
順)

参
加
費
　
５
０
０
０
円

申
込
締
切
　
９
月
29
日
(金)

申
込
方
法
　
フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
事

務
局(

観
光
振
興
課
内)

ま
で
、
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
が
育
っ
て

い
く
こ
と
と
大
人

の
役
割

と
き
　
10
月
14
日
(土)
　

　
　
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー(

ア
ル
・

プ
ラ
ザ
武
生
４
階)

講
師
　
羽
下
大
信
氏(

甲
南
大
学
大

学
院
教
授
）

定
員
　
60
人

●
お
父
さ
ん
と
こ
ど
も
の
た
め
の
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
「
親
子
体
操
・
手
遊
び
、
紙
工
作
」

対
象
　
４
歳
児
〜
小
学
校
低
学
年
と

そ
の
父
親

と
き
　
10
月
21
日
(土)
　
午
後
１
時
半

〜
４
時
半

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

講
師
　
近
藤
志
津
恵
氏(

幼
児
体
操

専
門
家)

、
木
下
香
代
子
氏(

子
育

て
マ
イ
ス
タ
ー)

、
内
藤
秀
信
氏(

ご

じ
ら
工
房)

定
員
　
20
組

こ
ん
ど
う
　
し  

づ  

え

き
の
し
た
　
か  

よ  

こ

な
い
と
う 

ひ
で
の
ぶ

は   

げ  

だ
い
し
ん

対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

と
き
　
10
月
５
日
(木)
〜
12
月
28
日
(木)

(

毎
週
木
曜
日
、
全
12
回)

　
午
前
10
時
半
〜
正
午

※
11
月
23
日
(祝)
は
休
み
で
す
。

と
こ
ろ
　
柳
荘
温
水
プ
ー
ル

※
プ
ー
ル
ま
で
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
容
　
要
介
護
状
態(

寝
た
き
り
な
ど)

に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
温
水
プ
ー
ル

を
利
用
し
、
運
動

す
る
教
室
で
す
。

参
加
料
　
無
料

定
員
　
30
人(

先
着
順)

申
込
先
　
長
寿
福
祉
課
へ
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
き
　
10
月
７
日
(土)
　
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
半

集
合
場
所
　
市
役
所
前

※
午
前
９
時
に
出
発
し
ま
す
。

内
容
　
桝
谷
ダ
ム

(

南
越
前
町)

の

見
学
お
よ
び
記

念
植
樹
な
ど

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
昼
食
、

雨
具
な
ど

定
員
　
30
人

申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
郵
便
番

号
、
電
話
番
号
お
よ
び
参
加
人
数

を
、
電
話
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク 桝谷ダム

「
お
父
さ
ん
の
育
児
・
育
自

教
室
」を
開
催
し
ま
す

　
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　
　
　

1(

２
４)

４
４
４
６

い
く
　 

じ
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秋
の
山
野
草
苔
玉
作
り
講
座

を
開
催
し
ま
す

式
部
ふ
れ
あ
い
館 

1(

２
３)

０
０
４
７

と
き
　
10
月
７
日
(土)
　
午
後
１
時
半

〜
４
時

と
こ
ろ
　
式
部
ふ
れ
あ
い
館(

国
高

一
丁
目)

費
用
　
１
５
０
０
円(
材
料
費
込)

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

定
員
　
20
人

と　き　10月９日(祝)　午前10時～午後３時

ところ　市体育館(高瀬二丁目)

種　目　ドッヂビー、囲碁ボール、オーバルボール、

ユニカール、シャフルボード、遊びのコーナー

参加費　無料

※参加賞をお渡しします。

問合先　スポーツ課　1（２２）７４６３

囲碁ボール

遊びのコーナー
(バンブーダンス)

ニュースポーツの玉手箱！

八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1(

４
２)

３
８
０
０

秋
の
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

を
開
催
し
ま
す

  

体
育
協
会
事
務
局(

ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

1(

２
３)

６
２
２
２

と
き
　
10
月
15
日
(日)
　
午
前
６
時
に

市
体
育
館(

高
瀬
二
丁
目)

前
を
出
発

行
き
先
　
大
谷
山(

標
高
８
１
４
メ

ー
ト
ル)

〜
赤
坂
山(

標
高
８
２
４

メ
ー
ト
ル)

※
福
井
、
滋
賀
県
境
の
山
で
す
。

※
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場(

滋
賀
県)

周
辺

か
ら
登
り
ま
す
。

※
武
生
山
岳
会
が
案
内
し
ま
す
。

参
加
費
　
４
０
０
０
円

定
員
　
先
着
50
人(

小
学
生
以
上)

こ
け

　だれもが気軽に楽しむこ

とができるニュースポーツ

のイベントです。

　各種目のルールなどにつ

いては、体育指導委員が分

かりやすく説明します。

　親子や友達同士など、気

軽に参加してください。

お
お
た
に
や
ま

あ
か
さ
か
や
ま

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
８)

１
１
２
３

●
き
の
こ
の
見
分
け
方
講
習
会

と
き
　
10
月
１
日
(日)
　
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

内
容
　
自
然
に
生
え
て
い
る
キ
ノ
コ

の
見
分
け
方
に
つ
い
て

持
ち
物
　
昼
食
、
動
き
や
す
い
服
装

参
加
費
　
無
料

●
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
よ
う

と
き
　
10
月
15
日
(日)
　
午
後
１
時
〜

４
時

内
容
　
自
然
の
な
か
で
、
五
感
を
使

っ
て
体
験
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。

参
加
費
　
１
０
０
円

●
環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
６ 

と
き
　
11
月
19
日
(日)
　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
半

と
こ
ろ
　
武
生
商
工
会
議
所(

塚
町)

内
容
　
環
境
に
関
す
る
団
体
な
ど
の

活
動
紹
介
、
ビ
デ
オ
放
映
、
ゲ
ー

ム
、
体
験
コ
ー
ナ
ー(

石
う
す
き
な

粉
作
り
・
餅
つ
き
・
黒
米
う
ど
ん
・

手
織
り
・
子
ブ
タ
だ
っ
こ)

な
ど

※
先
着
１
０
０
人
に
大
根
配
付(

無
料)

入
場
料
　
無
料

健康トライ
参加事業
健康トライ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

(

入
門
課
程)

を
開
催
し
ま
す

社
会
福
祉
課 

1(

２
２)

３
０
０
４

対
象
　
満
18
歳
以
上
で
、
聴
覚
障
害

者
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
を
持
ち

受
講
後
は
手
話
活
動
が
可
能
な
人

と
き
　
10
月
16
日
(月)
〜
平
成
19
年
３

月
19
日
(月)
　(

毎
週
月
曜
日
、
20

回
程
度)

　
午
後
７
時
〜
９
時

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー(

ア
ル
・

プ
ラ
ザ
武
生
４
階)

定
員
　
30
人

受
講
料
　
５
０
０
０
円(

テ
キ
ス
ト
・

教
材
費
含
む)

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
「
受
講

希
望
」と
記
入
し
、
住
所
、
氏
名(

ふ

り
が
な)

、
年
齢
、
電
話
番
号
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、
職
業
、
志
望

　
の
動
機
を
明
記
の
上
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

申
込
締
切
　
９
月
29
日
(金)
　

申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
課
手
話

奉
仕
員
養
成
事
業
係

　
〒

915
│

８
５
３
０(

住
所
不
要)

こ
の
マ
ー
ク
の
事
業
は

健
康
ト
ラ
イ
参
加
者
が

参
加
す
る
と
５
ポ
イ
ン

ト
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

健康トライ
参加事業
健康トライ

●
天
体
教
室

▼「
満
月
を
み
る
」

と
き
　
10
月
７
日
(土)
　
午
後
８
時
〜

９
時(

雨
天
・
曇
天
の
場
合
、
中
止)

▼「
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
大
星
雲
を
み
よ
う
」

と
き
　
10
月
21
日
(土)
　
午
後
８
時
〜

９
時(

雨
天
・
曇
天
の
場
合
、
中
止)

参
加
料
　
各
教
室
と
も
無
料

●
秋
の
里
山
・
き
の
こ
観
察
会

と
き
　
10
月
８
日
(日)
　
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

参
加
料
　
１
５
０
０
円

(

昼
食
代
込
み)

定
員
　
30
人

　これまで児童手当を受けて

いない人でも、所得などによ

っては受給できる場合があり

ます。申請がまだの人は、9月末日ま

でに必ず申請をしてください。

　10月以降の場合、申請の翌月分から

になります。

問合先　児童福祉課　1(２２)３００６

児童手当の申請はお早めに児童手当の申請はお早めに
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各
講
座
共
通

開
講
時
間
　
午
後
１
時
半
〜
３
時

※
越
前
お
も
し
ろ
歴
史
回
廊
は
午
前

10
時
〜
11
時
半
ま
で

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
１
０
０
円

※
越
前
お
も
し
ろ
歴
史
回
廊
は
無
料

ゆ
る
〜
り
文
学
道

●
日
本
の
名
作
に
親
し
む

と
き
　
９
月
29
日
(金)

講
師
　
伊
東
信
夫
氏(

漢
字
研
究
家)

●
中
野
重
治「
梨
の
花
」を
読
む

と
き
　
10
月
17
日
(火)

講
師
　
越
野
格
氏(

福
井
大
学
教
授)

越
前
お
も
し
ろ
歴
史
回
廊

●
仏
教
伝
来
う
ら
ば
な
し

と
き
　
９
月
30
日
(土)
　

講
師
　
蓑
輪
秀
邦
氏(

仁
愛
大
学
教
授)

●
継
体
天
皇
と
越
前

と
き
　
10
月
14
日
(土)

講
師
　
青
木
豊
昭
氏(

一
乗
谷
朝
倉

氏
遺
跡
資
料
館
館
長)

え
ち
ぜ
ん
自
然
教
室

〜
あ
な
た
も
気
象
予
報
士
〜

●
実
践
！
天
気
予
報

と
き
　
10
月
11
日
(水)
　

講
師
　
村
田
光
広
氏

　(

気
象
予
報
士)

万
葉
菊
花
園
だ
よ
り

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
７)

７
８
０
０

＊＊＊＊＊＊

講
座
だ
よ
り

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(
府
中
一
丁
目)

　
1(
２
２)

３
０
０
５

生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター

保

健

保

健

こ
し
の 

い
た
る

み
の
わ 

し
ゅ
う
ほ
う

あ
お
き   

と
よ
あ
き

い
と
う   

し
の
ぶ

３
歳
児
親
子
歯
っ
ぴ
ー
教
室

を
開
催

　
　
歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　

1(

２
２)

１
０
２
０

　
親
子
歯
磨
き
チ
ェ
ッ
ク
と
３
歳
児

フ
ッ
素
無
料
塗
布
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
児
と

そ
の
保
護
者�

と
き
　
９
月
26
日
(火)
、
10
月
17
日
(火)

持
ち
物
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
の

と
き
に
配
布
す
る
フ
ッ
素
塗
布
無

料
券
と
歯
ブ
ラ
シ

パ
ソ
コ
ン
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

●
俳
句
俳
画
と
瓢
箪
展

と
き
　
10
月
１
日
(日)
ま
で

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

入
場
料
　
無
料

●
山
野
草
の
苔
玉
講
座

と
き
　
10
月
９
日
(祝)
　
午
後
１
時
半

〜
３
時

費
用
　
２
０
０
０
円

定
員
　
20
人

●
秋
の
山
野
草
展
示
会

と
き
　
10
月
13
日
(金)
〜
15
日
(日)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ
　
万
葉
菊
花
園
、
越
前
の
里

旧
谷
口
家
住
宅

内
容
　
秋
の
山
野
草
盆
栽
や
古
典
園

芸
な
ど
を
展
示
、
栽
培
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

※
旧
谷
口
家
住
宅
で
は
、
鑑
賞
句
会

(

13
日)
、
お
茶
会(

15
日)

も
あ
り

ま
す
。

入
場
料
　
い
ず
れ
も
無
料

●
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
座

〜
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
リ
ー
ス
作
り
〜

と
き
　
10
月
21
日
(土)
　
午
後
２
時
〜

４
時

費
用
　
１
５
０
０
円

定
員
　
20
人

●
桜
の
苗
木
、
お
分
け
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
の
団
体
、
公
民
館
、
企

業
な
ど(

個
人
は
該
当
し
ま
せ
ん)

配
布
数
　
一
団
体
20
本
ま
で

申
込
期
限
　
10
月
６
日
(金)
　

配
布
予
定
　
11
月
下
旬

と　き　10月９日(祝)　雨天決行　

ところ　東運動公園(宮谷町)

コース　８km、15km

参加費　500円(中学生以上)

　　　　※小学生以下は無料

参加申込　健康増進課(アル・プラザ武生４階)

　　　　※当日も参加を受け付けます。

問合先　健康増進課　1(２４)２２２１問合先　健康増進課 1(２４)２２２１

ポリオの予防接種を受けましょう！

時間

13:40～14:20

13:40～13:50

14:05～14:20

13:40～14:20

月　日

10月３日c

　　６日f

 　   11日d

　　12日e

　　13日f

　　17日c

　　20日f

　　25日d

　　26日e

　　27日f

　　31日c

会　場

北日野公民館

神山公民館

大虫公民館

社会福祉センター(杉尾町)

王子保公民館

坂口公民館

白山公民館

福祉健康センター(府中一丁目)

味真野公民館

国高公民館

吉野公民館

北新庄公民館

福祉健康センター(府中一丁目)

社会福祉センター(杉尾町)

予防接種は４月と10月の２回、　
公民館などで集団接種になります。

む
ら
た 

み
つ
ひ
ろ

ひ
ょ
う
た
ん

こ
け

第５回越前市健康21ウオーク～２００６～
参加者大募集！！

各
講
座
共
通

と
こ
ろ
　

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員
　
12
人(

初
め
て
の
人
を
優
先
、

申
込
多
数
の

場
合
は
、抽
選)

申
込
締
切
　

　
９
月
25
日
(月)

●
高
齢
者
入
門
・

　
初
級

対
象
　
65
歳
以

上
で
、
パ
ソ

コ
ン
初
心
者

の
人�

と
き
　
10
月
２

日
(月)
〜
６
日

(金)
、
10
日
(火)
、
11
日
(水)
　
午
前
９
時

半
〜
正
午

費
用
　
４
０
０
円
程
度(

テ
キ
ス
ト

は
貸
し
出
し
ま
す)

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
と
日

本
語
入
力

●
ワ
ー
ド
入
門
・
初
級

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
と
文

字
入
力
が
で
き
る
人�

と
き
　
10
月
16
日
(月)
〜
20
日
(金)
、23
日

(月)
、24
日
(火)
　
午
前
９
時
半
〜
正
午

費
用
　
１
７
０
０
円
程
度(

テ
キ
ス

ト
代
込
み)

内
容
　
ワ
ー
ド
２
０
０
０
の
基
本
操

作
と
文
章
作
成

健康トライ
参加事業
健康トライ

越前市広報９月15日号15



問合先　健康増進課 1(２４)２２２１平成18年度 健康診査日程表　

会　場

柳元町公民館

北新庄公民館

横住開発センター

坂口公民館

白山いこい館

安養寺生活改善センター

9:00～10:30

○

○

○

○

○

○

9:00～10:30

○

○

13:00～14:30

○

13:00～14:30

○

胃がん

8:30～10:30

○

○

○

○

○

○

子宮がん・乳がん

13:00～14:00

○

○

○

○

歯科健診
月　日

９月 22日f

　　 27日d

　　 28日e

10月６日f

      11日d

　　 12日e

　　 13日f

基本健診・肺がん・大腸がん・前立腺がん

健康トライ
参加事業
健康トライ

こころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくり

開催場所　福祉健康センター(アル・プラザ武生４階)

●チャレンジ教室(生活習慣病予防の運動)
・ゆったりコース(第２・４水曜日)
　とき　９月27日d、10月11日d  午前９時半～11時
・元気コース(第１・３水曜日)
　とき　10月４日d、18日d　午前９時半～11時
●いきいき運動広場

　とき　10月６日f、13日f、20日f　

　　　　午前９時～11時　　　

　　　　体力低下や生活習慣病の予防・改善のため

　　　の運動ができます。

●こころの相談(要予約)
　とき　10月13日f　午後５時半～８時半

●こころのテレビ電話相談(要予約)
　とき　10月17日c  午前９時～正午、午後２時～５時
　　　　心療内科医による相談です。

●２カ月児セミナー
　とき　９月25日b、10月16日b
　　　　午後１時10分～30分　　　

●育児相談(１歳未満の乳児)
　とき　10月２日b　午前９時半～10時半

●離乳食教室(１歳未満の乳児)
　とき　10月２日b
　　(初期) 午前10時～　(中・後期) 午前11時～

●１歳６カ月児健康診査
　とき　10月４日d、18日d　午後１時半～２時半

●３歳児健康診査
　とき　10月５日e、19日e　午後１時～２時半

●こどもの発達相談(要予約)

　とき　10月19日e　午後１時～５時

 開催場所　社会福祉センター(杉尾町)

●こころの相談室(要予約)　1(４２)３９３９
　とき　 ９月25日b、10月２日b、16日b
　　　　午前10時～午後４時

●はつらつ教室(転倒予防の健康体操など)
　とき　９月25日b　午前９時半～11時

●すこやかサロン(乳幼児)
　とき　10月20日f　午前10時～11時

問合先　健康増進課　1(２４)２２２１

精
神
障
害
者
の
医
療
費
を

助
成
し
ま
す

健
康
増
進
課 

1(

２
４)

２
２
２
１

対
象
　
自
立
支
援
医
療(

精
神
通
院)

受
給
者
で
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
・
２
級
の
所
有
者

対
象
医
療
費
　
通
院
に
か
か
る
医
療

費(

自
己
負
担
分)

申
請
方
法
　
健
康
増
進
課(

ア
ル
・

プ
ラ
ザ
武
生
４
階)

で
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
日
の
翌
月
分

か
ら
助
成
対
象
に
な
り
ま
す
。

必
要
な
も
の
　
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者

証
、
健
康
保
険
証
、
通
帳(

本
人

名
義
、
郵
便
局
以
外)

、
印
鑑

休
日
診
療
に
つ
い
て

1
０
１
２
０(

２
４)

４
８
９
４

●市長ホットラインファックス
　FAX (２２)９９７７
●市民相談電話  1(２２)１１２２
●提案箱「あなたの声」
　・市役所正面玄関ロビー
　・今立総合支所正面玄関ロビー
●電子メールアドレス
　koutyou@city.echizen. lg.jp　

越前市広報に広告を掲載しませんか？

掲載料　25,000円(１枠につき)
詳しくは、市ホームページまたは
秘書課広報広聴室まで

問合先　秘書課広報広聴室　1(２２)３４２８
　ホームページアドレス
　http://www.c i ty . ech i zen . lg . j p /

♢ 学 生 募 集 ♢♢ 学 生 募 集 ♢
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くらし

●行政相談　

・生涯学習センター(府中１丁目)

　1(２２)３００５

　第１・３月曜日、午後１時半～４時

・社会福祉センター(杉尾町)

　1(４３)８８８８

　第２水曜日　午後１時半～４時

●人権相談
・生涯学習センター(府中１丁目)　

　1(２２)３００５

　第１月曜日　午後１時～４時

　第３金曜日　午前９時～正午

●法律相談(電話での相談、受け付
けはできません)

・社会福祉協議会武生事務所

　　(アルプラザ武生)

　1(２２)８５００

　第１・３木曜日、午前９時半～正午

　午前８時半から受付(定員10人)

●消費生活相談
・消費者センター(センチュリープラザ)

　1(２２)３７７３

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

●結婚相談
・生涯学習センター(府中１丁目)

　1(２２)３００５　

　第１・２・３水曜日　午後１時～４時

　第４土曜日(※本人のみ)　午後１時

～４時　

・社会福祉センター(杉尾町)

　1(４３)８８８８

　第１・３水曜日　午後１時半～４時

男女の問題

●性差などによるいろんな悩み相談
・男女平等オンブッド(アルプラザ武生)

　1(２２)３６６８

　毎週月～金曜日、毎月第１土曜日

　午前10時～午後５時

　　※労働相談
　　毎月第１土曜日　午後１時～４時

　　毎月第３金曜日　午後５時～８時

　電子メールアドレス

　ombud@c i t y . e c h i z e n . l g . j p

●女性相談
・児童福祉課　1(２２)３００６

　水曜日　午前９時～午後５時

子育て

●家庭児童相談室・ひとり親家庭相談
・児童福祉課　1(２２)３００６

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

●児童養護に関する相談
　(緊急の場合は夜間でも受け付けます)
・児童家庭支援センター

　1(２２)３０７７

　毎日、午前９時～午後５時半

●子育て相談
・子育て総合センター(アルプラザ武生)

　1(２３)８２１１

　毎日(休日も)、午前９時～午後５時

健康

●健康相談
・健康増進課　1(２４)２２２１

　月～金曜日、午前８時半～午後５時

こころ

● なごみ電話(こころの悩み)
　1(２５)７５６４

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

● ヤングテレフォン
　1(２３)６６９９

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

●知的障害者の相談(要予約)
・社会福祉課　1(２２)３００４

　第２水曜日　午後１時半～４時

●心配ごと相談
・社会福祉協議会武生事務所

　(アルプラザ武生)

　1(２２)８５００

　火曜日　午後１時半～４時

職業・労働

●高年齢者職業相談室
　1(２４)５７７７

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

　※受付は午後４時半まで

●若者対象の就職相談など
・ミニジョブカフェ武生

　1(２３)７０４６

　火・木曜日　午前10時～午後５時

　●市民相談電話
　　1(２２)１１２２
　　毎週月～金曜日
　　午前８時半～午後５時15分

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。

　「閑月の苑」は、後継者のいない人の共同納骨塚
です。納骨供養料は一霊につき１０万円からです。
　宗教・宗派に関係なく、どなたでも御利用いた
だけます。

かんげつ　　　 その

今 月 の 広 告

越前市広報９月15日号17



中
央
図
書
館

　
1(

２
２)

０
３
５
４

今
立
図
書
館

　
1(

４
３)

０
２
２
９

図書館
だより

問合先問合先

催し物情報催し物情報催し物情報石本　瞬ちゃん

いしもと　　 つぶら

(２歳)

♪
♪

次号は10月15日発行

越前市広報９月15日号

◆越前市のホームページアドレス
　http://www.city.echizen. lg . jp/
◆編集・発行　 越前市秘書課広報広聴室

〒915-8530 越前市府中一丁目13-7�
10 7 7 8（ 2 2 ）3 4 2 8

※越前市は環境マネージメントシステム

ISO14001自己適合宣言を行っています。

【８月１日現在】

◆総人口　　　　87,675人　
　内外国人　 3,282人　

◆男　 42,909人　
　内外国人　 1,626人　

◆女　 44,766人　
　内外国人　 1,656人　

◆世帯数　 28,756世帯　
　内外国人　 2,401世帯　

９月の納税９月の納税
国民健康保険税　第３期
介護保険料　　　第３期

【夜間納税窓口・納税相談日】
と　き　第１・３火曜日

(祝祭日の場合は除く)
および、月末開庁日
午後８時まで

ところ　納税課
口座振替の人は残高の確認を
納税はお早めに

人口人口

　
本
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
古
本
市(

秋
の
読
書
週
間
に
開
催)

に
出
す
本
を
集
め
て
い
ま
す
。
家
庭

で
不
要
に
な
っ
た
本
が
あ
れ
ば
、
中

央
・
今
立
両
図
書
館
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※
傷
み
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
や
、

百
科
事
典
・
漫
画
・
雑
誌
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

　
中
央
図
書
館
は
祝
日
も
開
館

　
祝
日
が
月
曜
日
の
と
き
は
、
火
曜
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な
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●薄墨社水墨画展
　９月21日E～24日A
●あっとホーム楽々展(絵手紙)
　９月21日E～24日A
●三十周年記念　墨精会水墨画展
　９月27日D～10月１日A
●ほほえみ会キルト展
　(パッチワーク)
　10月４日D～９日_
●花のある暮らしを
　「ハンギングバスケット展」
　10月６日F～９日_
●第９回枡田屋陶芸教室展
　10月12日E～15日A

※現在、源氏物語をテーマにした　
茶わんを展示中です。

　(第23帖「初音」～第32帖「梅枝」)

開館時間　午前10時～午後６時
　　　　　(入館は午後５時半まで)
入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
※９月～11月の展示申し込みを受け

付けています。

●常設展
・夏の館蔵品展
　「虫のいのち。花のこころ。」
　９月24日Aまで
・秋の館蔵品展
　「移りゆく季節の中で」
　９月30日G～11月５日A

※臨時休館のお知らせ
　９月25日B～29日F

開館時間　午前10時～午後６時
 (入館は午後5時半まで)

入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日

ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅 1(23)58111(23)5811

しくらしくら

公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館 1(21)39001(21)3900
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月華厳島(１９９３年)

と　き　９月30日g～10月29日a
　　　　午前10時～午後４時半
　　　　(入場は午後４時まで)
ところ　いまだて芸術館(粟田部町)
　　　　1(４２)２７００

●関連事業

・平山助成氏(平山郁夫美術館長)に
よるギャラリートーク

と　き　９月30日g  午前10時半～
ところ　いまだて芸術館
・卯立の工芸館特別展
　「平安の雅を伝える王朝継ぎ紙展」
と　き　９月30日g～10月29日a
　　　　午前９時～午後４時
ところ　卯立の工芸館(新在家町)
　　　　　1(４３)７８００

越前和紙で日本の美を描く

平山郁夫展　
越前和紙で日本の美を描く

平山郁夫展　

●問合先　越前市文化振興事業団
　　　　　1(２３)５０５７

ひらやま すけなり

●第15回越前市民音楽祭
　９月23日_　午後１時～
　料金　一般500円、高校生以下無料
　出演　武生南小学校虹の輪合唱団、

万葉中学校吹奏楽部、武生第一
中学校吹奏楽部・合唱部、南越
中学校吹奏楽部、武生高校吹奏
楽部、武生東高校吹奏楽部、武
生商業高校吹奏楽部、ソレーノ・
ウィンドアンサンブル、武生セ
ンター合唱団WITH、そんな街
いいな合唱団、アララギ楽苑、
ロマンティック☆スリル、ゴス
ロッサ、合唱団「武生」、フクイ・
マリンバ・クラブ

文化センター文化センター文化センター 1(23)50571(23)5057文化センター
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